
報道関係各位 

2004 年４月 19 日 

YRP ユビキタス・ネットワーキング研究所 

ユビキタスＩＤセンター 

 

日中・日韓でユビキタス ID 関連での協力事業合意へ 

～ 各国ユビキタス ID センター、T-Engine 開発センターの設立と 

相互連携をめざしての共同研究を含む包括的合意を調印 ～ 

 

YRP ユビキタス・ネットワーキング研究所 (場所: 東京、所長: 坂村健) とユビキタスＩＤセンター

（T-Engine フォーラム内、代表：坂村健） は、中国科学院計算技術研究所および韓国 RFID 協会

との間でユビキタス・ネットワーク技術に関する共同研究を含む包括的合意に達したと発表しまし

た。 

 

ユビキタス・ネットワークは実生活に深く結びついているがゆえに、法律、習慣、文化、国民性といった

国ごとのローカリティに対する配慮が必要です。基礎技術は共通化してデータの相互流通はするに

しても、センター自体は個々の国で独自運営するのが望ましいというのが我々の当初よりの考え方

でした。そのため、中国、韓国を含む多くの国々の関係する機関とユビキタス・ネットワーク技術に関

する相互協力関係作りを積極的に行っており、このたびの合意となったものです。なお、同様の合意に

ついてはすでにシンガポールと TEADEC (T-Engine アプリケーション開発センター) の設立を行

っており、アジアでの合意形成に拍車がかかると思われます。 

 

合意の内容としては 

 

中国科学院計算技術研究所とは、 

・ T-Engine 技術、ユビキタス技術を中国に導入

しさらに開発するために、共同で「中国科学院計

算技術研究所 TRON ユビキタス技術オープン

プラットフォーム研究室」という組織を設立する。 

・ その組織を中心に、オープンな T-Engine 技術、

ユビキタス技術のトランスファー、ローカライズを

行い、また中国ユビキタスＩＤセンターの設立を

前提としてのユビキタスＩＤセンター技術の共同研究開発を行う。 

・ 双方の意向として、今年中に中国にユビキタスＩＤセンターを作り、実証実験を開始する。 

という合意について坂村健(東京大学大学院教授、YRP ユビキタス・ネットワーキング研究所所長、

T-Engine フォーラム会長、ユビタス ID センター代表)が訪中し 4 月 23 日に調印の予定です。 



 

韓国 RFID 協会とは、 

・ 3 月 17 日に韓国 RFID 協会より 30 人規模の

代表団がユビキタス・ネットワーク研究所を訪

問し、2月の訪韓時の韓国RFID協会幹部との

合意に基づき、「RFID 国際協力に関する業務

提携覚書」を交わした。 

・ 内容的には「日本ならびに韓国の Ubiquitous 

Computing 及び RFID 産業技術発展に向けて

相互協力を図るべく以下の業務提携を締結」

ということで、相互情報提供、交流活性化、共同の国際フォーラム開催、国際活動への共同協

力という包括的な合意となっている。 

・ また中国と同様、双方の意向として、今年中に韓国にユビキタスＩＤセンターを作り、実証実験を

開始する。 

というものです。 

 

すでに、ユビキタスＩＤセンターで開発した固体識別のための識別番号を読み情報やサービスの呼

び出しを可能にする、標準携帯端末――ユビキタス・コミュニケータについて、中国語化、韓国語化

を行っており、写真のように両国語での情報やサービスの呼び出しに成功しております。 

 

両国でユビキタスＩＤセンターが設立され、相互運用が可能になれば、中国や韓国の製品から日本

で情報を読み出したり、日本の製品から中国や韓国でサービスを呼び出して利用したりするというこ

とが将来的に可能になり、ビジネス的にも大きな意味があると考えられます。 

以上 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

本件に関する報道関係者からのお問合せ先 

 YRP ユビキタス・ネットワーキング研究所 担当: 山田 Tel：03- 5437-2290 
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